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／
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／
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今
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
子
ど
も
や
女
性

に
対
す
る
暴
力
撲
滅
や
人
権
を
守
る
た
め
の

運
動
が
、
全
国
で
展
開
さ
れ
ま
す
。
情
報
化

が
進
む
現
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹ひ

謗ぼ
う
・
中
傷
な
ど
、
新
た
な
人
権
侵
害
も
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
虐
待
や
い
じ
め
の
問
題
な
ど

で
は
痛
ま
し
い
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

相
手
を
思
い
や
り
、
理
解
す
る
こ
と
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



障
害
者
へ
の
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
10
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、
町
で
は
虐
待
対
応
窓
口
「
障
害
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
障
害
者
へ

の
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
一
刻
も
早
く
通
報
や

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
【
注
】。

　
虐
待
の
予
防
も
ま
た
、
早
期
発
見
・
早
期
対

応
が
重
要
で
す
。
虐
待
を
受
け
て
い
る
人
、
発

見
し
た
人
は
同
セ
ン
タ
ー
に
通
報
・
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
間
違
っ
て
い
て
も
、
と
が
め
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
報
や
相
談
を
し
た

人
の
情
報
も
守
ら
れ
ま
す
。

▼
障
害
者
虐
待
と
は
？

　

�

18
歳
以
上
の
身
体
・
知
的
・
精
神
（
発
達
障

害
を
含
む
）
の
障
害
が
あ
る
方
に
対
す
る
次

の
よ
う
な
行
為

　
◆�

身
体
的
虐
待

　
　

�

体
に
痛
み
や
傷
が
で
き
る
よ
う
な
暴
力
や

体
罰
を
与
え
る
こ
と
や
、
正
当
な
理
由
の

な
い
身
体
の
拘
束
を
し
た
り
、
部
屋
に
閉

じ
込
め
た
り
す
る
こ
と

　
◆�

性
的
虐
待

　
　

�

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
障
害
者
に

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

　
◆���

心
理
的
虐
待

　
　

�

激
し
い
暴
言
や
無
視
な
ど
で
精
神
的
な
苦

痛
を
与
え
る
こ
と

　
◆
ネ
グ
レ
ク
ト
（
放
棄
・
放
任
）

籍
の
附
票
に
記
載
の
方
」
の
う
ち
「
Ｄ
Ｖ
・
ス

ト
ー
カ
ー
行
為・児
童
虐
待
な
ど
の
被
害
者
で
、

警
察
な
ど
に
相
談
し
、
支
援
の
必
要
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
方
」
で
す
。

　
支
援
措
置
を
希
望
す
る
方
は
、
総
合
窓
口
課

（
町
役
場
２
階
）
に
「
住
民
基
本
台
帳
事
務
に

お
け
る
支
援
措
置
申
出
書
」【
注
１
】
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
証
明
書
（
官
公
署
発
行

の
有
効
期
間
内
で
顔
写
真
付
き
）
な
ど
の
本
人

確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
【
注
２
】。
申

出
書
を
受
け
付
け
た
後
、
審
査
し
結
果
を
連
絡

し
ま
す
。
支
援
措
置
の
期
間
は
、
支
援
開
始
の

日
か
ら
１
年
で
す
（
延
長
申
請
可
）。

　
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
と
、
加
害
者
か
ら

の
「
住
民
票
の
写
し
」「
戸
籍
の
附
票
の
写
し
」

の
交
付
請
求
、「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
」
を
制
限
し
ま
す
。
支
援
対
象
者
本

人
が
住
民
票
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
か
ら
の
交
付
申
請
の
際
は
、
申
請
者

の
本
人
確
認
を
行
い
、
厳
格
に
審
査
し
ま
す
。

成
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
代
理
人
や
郵
送
の

請
求
に
は
、
原
則
と
し
て
応
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

【
注
１
】
申
出
書
は
総
合
窓
口
課
、
木
津
警
察
署
な
ど

に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
注
２
】
警
察
署
な
ど
の
意
見
が
必
要
で
す
の
で
、
町

連
合
会
は
11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰
、
家
庭
や
職

場
で
の
女
性
を
め
ぐ
る
電
話
相
談
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」〔
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）〕
を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
悩
み
ご

と
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
る
も
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
会
の
女
性
委
員

（
人
権
擁
護
委
員
）
が
中
心
と
な
り
、
秘
密
厳

守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
通
話
料
は
か
か

り
ま
す
が
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
、
17
日

～
18
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
日
以
外
の
平
日
も
、
人
権
擁
護
委

員
や
法
務
局
職
員
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
ほ

か
の
時
間
は
留
守
番
電
話
で
対
応
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
京
都
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
〔
4
０
７
５

−

２
３
１

−

０
１
３
１
（
代
表
）〕

被
害
者
を
守
る
た
め
に

　
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど

の
被
害
か
ら
逃
れ
、住
所
を
移
転
す
る
場
合
は
、

加
害
者
か
ら
の
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
請

求
を
制
限
で
き
ま
す
（
支
援
措
置
）。

　
対
象
者
は
「
町
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸

　
　

�

衰
弱
す
る
ほ
ど
食
事
や
入
浴
な
ど
の
身
の

回
り
の
世
話
を
し
な
い
、
学
校
や
病
院
に

行
か
せ
な
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
必
要

な
支
援
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど
の
こ
と

　
◆
経
済
的
虐
待

　
　

�

本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
預
貯
金
、
年

金
、
賃
金
な
ど
を
勝
手
に
使
う
こ
と
や
、

必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
こ
と

▼
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
の
？

　
◆�

養
護
者
に
よ
る
虐
待

　

�　

�

身
の
回
り
の
世
話
な
ど
を
し
て
い
る
家
族

や
親
族
、
同
居
人
な
ど
に
よ
る
虐
待

　
◆
障
害
者
福
祉
施
設
で
の
虐
待

　
　

�
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
働

く
人
に
よ
る
虐
待

　
◆
職
場
で
の
虐
待

　
　
障
害
者
の
雇
い
主
や
、
上
司
に
よ
る
虐
待

▼
虐
待
に
対
す
る
支
援
策
は
？

命
に
か
か
わ
る
緊
急
事
態
の
場
合
に
は
、
障

害
者
を
一
時
保
護
し
ま
す
。
保
護
の
必
要
が

な
い
場
合
で
も
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
を

支
援
し
ま
す
。

▼
障
害
者
虐
待
を
な
く
す
た
め
に

虐
待
は
特
定
の
人
・
場
所
で
起
こ
る
の
で
は

な
く
、
日
常
の
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
被
害
者

が
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
な
く

て
も
虐
待
に
な
る
た
め
、「
虐
待
か
な
」
と

思
っ
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
被
害
者
を

救
う
に
は
、
あ
な
た
の
通
報
が
必
要
で
す
。

▼
虐
待
し
て
い
る
家
族
へ
の
対
応
策
は
？

虐
待
し
て
い
る
家
族
を
加
害
者
扱
い
す
る
だ

け
で
は
虐
待
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
虐
待
を

す
る
人
へ
の
支
援
も
大
切
な
役
割
で
す
。

　
◆
介
護
負
担
を
軽
く
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
で

介
護
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
◆
介
護
知
識
や
技
術
を
増
や
す

相
談
や
助
言
す
る
こ
と
で
介
護
の
知
識
や

技
術
不
足
を
補
う
支
援
を
し
ま
す
。

　
◆�

精
神
的
負
担
の
ケ
ア

ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
た
め
に
利
用
で
き

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
紹
介
や
家
族
会
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
注
】��

�18
歳
未
満
の
方
は
、児
童
虐
待
の
対
応
窓
口
（
左

記
）
が
連
絡
・
相
談
・
通
報
先
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
◆
相
楽
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
4
９
３

−

３
９
３
６
・
6
９
３

−

３
９
３
７
）

　
◆
精
華
町
役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
４
）

児
童
虐
待
、
発
見
し
た
ら
相
談
所
へ

　
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
発
見
し
た
り
「
も
し
か
し

て
虐
待
か
な
」
と
思
っ
た
り
し
た
ら
、
迷
わ
ず

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
０
５
７
０

−

０
６
４

−

０
０
０
」に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
に
は
「
身
体
的
虐
待
（
な
ぐ
る
、

け
る
な
ど
）」「
性
的
虐
待
（
性
的
行
為
の
強
要

な
ど
）」「
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
・
食
事
を

与
え
な
い
な
ど
）」「
心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ

る
脅
し
な
ど
）」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
関
す
る
相
談
は
、
全
国
的
に
増
え

て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
も
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
が
重
要
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
精
華
町
役
場
子
育
て
支
援
課
児
童
育
成
係

　
　
（
4
９
５

－

１
９
１
７
）

　
◆
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
4
０
７
５

－

５
３
１

－

９
９
０
０
）

　
◆
京
都
府
南
部
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

　
　
児
童
相
談
所
）

　
　
（
4
４
４

－

３
３
４
０
）

　
◆
山
城
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
だ
い
わ

　
　
（
4
９
８

－

３
８
４
６
）

女
性
の
人
権
守
る

　
毎
年
、
11
月
12
日
～
25
日
（
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
）
の
２
週
間
は
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
期
間
で
す
。

　
配
偶
者
な
ど
へ
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
…
…
。
こ
れ
ら
は
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
す
。
特
に
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
は
、
人
目
に
触
れ
に
く
い
場
所
で
起
こ
り

ま
す
。
な
ぐ
る
、
け
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
や

暴
言
、
無
視
な
ど
の
精
神
的
暴
力
、
望
ま
な
い

性
行
為
の
強
要
な
ど
は
、
発
見
が
困
難
で
す
。

　
家
庭
内
暴
力
は
、
子
ど
も
が
目
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
目
の
前
で
の
暴
力
は

「
児
童
虐
待
」
に
も
あ
た
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
早
期
発
見
と
早
期
対
応
が
重
要
で

す
。周
り
に
暴
力
で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、

必
ず
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
女
性
へ
の
暴
力
根
絶
を
訴
え
る
啓

発
活
動
「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
11
月
19
日
㈪
～
26
日
㈪
、
町
立

図
書
館
前
交
流
ス
ペ
ー
ス（
町
役
場
２
階
）で
、

リ
ボ
ン
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。
紫
色
の
リ

ボ
ン
を
身
辺
に
飾
り
、
女
性
へ
の
暴
力
根
絶
に

対
す
る
賛
意
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

　
（
4
９
５

−
１
９
１
９
）

女
性
の
人
権
相
談
、
電
話
で

　
京
都
地
方
法
務
局
と
京
都
府
人
権
擁
護
委
員

役
場
来
庁
前
に
警
察
署
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
５
）

12
／
４
か
ら
人
権
週
間

　
12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
、
こ
の
日
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
〔
12
月
４
日
～
10
日
〕
は
、
人

権
週
間
で
す
。
重
点
目
標
は
「
み
ん
な
で
築
こ

う　
人
権
の
世
紀　
～
考
え
よ
う　
相
手
の
気

持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～
」。
さ

ら
に
、
今
年
は
年
間
強
調
事
項
と
し
て
「
東
日

本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題
に
取
り
組
も

う
」
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
い
じ
め
が
原
因
で
子
ど
も
が
尊
い
命

を
絶
つ
な
ど
の
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
復
興
を
目
指
す
今
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り

が
命
の
尊
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
改
め
て
認
識

す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
な
た
の
家
庭
、
職
場
な
ど
で
は
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
合
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
機

会
に
改
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
課
啓
発
係

　
（
4
９
５

－

１
９
１
９
）
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増
加
す
る
被
保
険
者
と
医
療
費

　
平
成
23
年
度
末
時
点
の
精
華
町
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
数
は
７
６
６
７
人
で
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
＝
図
１
。
こ
れ
は
、
町
の

人
口
３
万
６
８
６
６
人
に
対
し
、
20
・
８
％
の

加
入
率
で
す
。
世
帯
数
は
４
１
６
７
世
帯
で
、

町
全
体
の
30
・
６
％
が
加
入
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
一
方
、
医
療
費
の
給
付
は
21
年
度
に
一
度
減

少
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
１
カ
月
あ
た
り
約

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
伸
び
で
増
加
し
続
け

て
い
ま
す
＝
図
１
。

国
保
財
政
の
安
定
化
に
ご
協
力
を

▼
医
療
費
の
節
約
を

　

�

重
複
受
診
や
必
要
以
上
に
薬
を
も
ら
う
こ
と

を
控
え
る
な
ど
、
医
療
の
受
け
方
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
い
つ
も
の
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
て
み
る
の
も
、
医
療

費
の
節
約
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

▼
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　

�

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
悪
化
防
止
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
病
気
の
早
期
治
療
は
医
療

費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
は
大
切
な
財
源

　

�

国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費

に
充
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
財
源
が

確
保
で
き
な
い
と
、
医
療
機
関
な
ど
に
医
療

費
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
国
保

事
業
の
運
営
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま
す
。

納
期
限
内
で
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

国
保
財
政
の
収
支
状
況
は
？

　
精
華
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
平

成
23
年
度
収
支
状
況
＝
図
２
＝
で
は
、
国
保
加

入
者
が
納
め
る
国
保
税
が
、
収
入
の
25
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
国
・
府
支
出
金
と
と
も
に
、
国

保
事
業
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
大
切
な
財
源

で
す
。

　
一
方
で
支
出
は
、
医
療
機
関
な
ど
に
か
か
っ

た
と
き
の
医
療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
が
69
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
決
算
で
は
、
収
入
の
総
額
が
29

億
５
３
９
３
万
円
、
支
出
の
総
額
は
29
億

１
５
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

怖
い
生
活
習
慣
病
予
防

　
病
気
の
な
か
で
も
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る

医
療
費
が
占
め
る
割
合
は
31
％
も
あ
り
、
ほ
か

の
病
気
に
比
べ
て
も
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
生
活
習
慣

病
の
な
か
で
も
、
高
血
圧
性
疾
患
や
虚
血
性
心

疾
患
（
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
）、
腎
疾
患
、
糖

尿
病
な
ど
の
病
気
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
＝

図
３
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
起
因

す
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
高

血
圧
・
高
血
糖
・
高
脂
血
な
ど
の
リ
ス
ク
要
因

が
重
な
る
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
な
り
、
生
活
習
慣
病
を
重
症
化
さ
せ
る
確
率

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
深
刻
な
生
活
習
慣
病
で
あ
っ
て
も
、
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
た
り
、
軽

く
考
え
た
り
し
て
し
ま
う
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
い
っ
た
ん
発
症
を
し

て
し
ま
う
と
、
長
い
闘
病
生
活
や
後
遺
症
で
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
高
額
な
医
療
費
が
か

か
っ
た
り
す
る
な
ど
、
最
悪
の
場
合
は
命
に
か

か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
期
に
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

で
、
生
活
習
慣
病
や
重
症
化
し
た
虚
血
性
心
疾

患
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
あ
る
い
は
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
。

・
飲
酒
は
適
量
に
。

・
定
期
的
に
運
動
す
る
。

・
休
養
を
十
分
と
り
、
よ
く
寝
る
。

・
禁
煙
す
る
。

定
期
的
な
健
康
診
断
受
診
を

　
生
活
習
慣
病
の
増
加
や
そ
の
医
療
費
の
増
大

を
食
い
止
め
る
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
生
活
習
慣
病
の
芽
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
、
予
防
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

国
保
財
政
の
安
定
は
健
康
か
ら

　
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
人
が
減
少
す
る
こ
と

は
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
健
診
を
受
け
て
健
康
に
な

れ
ば
、
精
華
町
の
国
民
健
康
保
険
も
安
定
し
た

運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
の
特
定
健
診
は
既
に
終
了
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
の
申
し
込
み
方
法
や
健
診

申
込
書
に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月
に
配
布
す
る

「
平
成
25
年
度
家
族
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
国
保
医
療
課
国
保
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
９
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
、
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
合
う
医
療
保
険
制
度
で
す
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
医
療
費
が
毎
年
増
え

続
け
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
財
政
運
営
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
精
華
町
に
お
け
る
国
保
の
現
状
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

〝
国
保
〞を
考
え
る

〝
国
保
〞を
考
え
る

〝
国
保
〞を
考
え
る

図２ 図１図２
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収　入

支　出

図３ 医療費に占める生活習慣病の割合と内訳

町国保の被保険者数と医療費精華町国民健康保険事業特別会計
平成23年度収支状況

がん
17％

生活習慣病
31％

筋骨格系疾患
12％

高
血
圧
性
疾
患

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
（％）

虚
血
性
心
疾
患

腎
疾
患

糖
尿
病

高
脂
血
症

そ
の
ほ
か
の
脳
疾
患

脳
梗
塞

肝
疾
患

骨
粗
鬆
症

動
脈
硬
化

歯
肉
炎
・
歯
周
疾
患

そのほか
40％

図３ 医療費に占める生活習慣病の割合と内訳
メタボリックシンドローム

内臓脂肪症候群。内臓脂肪型肥満を共通の要
因として高血糖、脂質異常、高血圧が引き起
こされる状態。これらが重複した場合は命に
かかわる病気を招くこともある。食べ過ぎや
運動不足など、悪い生活習慣の積み重ねが原
因となって起こる。生活習慣の改善によっ
て、予防・改善できる。
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町
で
は
、
道
路
な
ど
に
関
す
る
条
例
の
制

定
・
改
正
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町

の
考
え
方
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
が
全
国
一
律
に
定
め
て
い
た
基

準
な
ど
に
つ
い
て
、
法
律
【
注
】
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
が
法
令
な
ど
を
参
酌
し
条
例
で

定
め
る
も
の
で
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

条
例
制
定
・
改
正
に
お
い
て
参
考
資
料
と
し
て

活
用
し
、
公
表
し
ま
す
。

▼
意
見
募
集
す
る
案
件

　
①�（
仮
称
）精
華
町
準
用
河
川
に
お
け
る
河
川

管
理
施
設
等
の
構
造
に
関
す
る
条
例

　
②�（
仮
称
）道
路
法
に
基
づ
く
町
道
の
構
造
に

関
す
る
条
例

　
③�（
仮
称
）道
路
法
に
基
づ
く
道
路
標
識
の
寸

法
に
関
す
る
条
例

　
④�（
仮
称
）精
華
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に

必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　
⑤�（
仮
称
）精
華
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に

必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
⑥�（
仮
称
）精
華
町
都
市
公
園
等
の
設
置
の
基

準
に
関
す
る
条
例

　
⑦
精
華
町
営
住
宅
条
例

▼
募
集
対
象

　
・
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　
・
町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
方

　
・
町
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方

　
・
案
件
の
内
容
に
利
害
関
係
が
あ
る
方

ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い

条
例
制
定
に
か
か
る
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）

　
平
成
24
年
度
精
華
町
自
治
功
労
者
表
彰
式
を

10
月
22
日
㈪
、
町
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
神
田
育
男
さ
ん
（
光
台
八
丁

目
）・
松
田
孝
枝
さ
ん
（
光
台
四
丁
目
）・
和
田

貴
美
子
さ
ん
（
光
台
五
丁
目
）・
三
原
和
久
さ

　

9
月
の
平
成
24
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会

で
、
精
華
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
補
充
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
24
年
10
月
７
日
～
28
年
10

月
６
日
で
す
。

▼
精
華
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
◆
委
員
長

　
◆
委
員
長
職
務
代
理
者

ん
（
桜
が
丘
四
丁
目
）
の
４
人
。
そ
れ
ぞ
れ
、

精
華
町
議
会
議
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
長
年
に

わ
た
り
町
行
政
の
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
◆
委
員

▼
精
華
町
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　
・
伊
藤
嘉
啓
さ
ん
（
桜
が
丘
四
丁
目
）

　
・
植
西
和
美
さ
ん
（
東
畑
地
区
）

　
・
川
井
英
嗣
さ
ん
（
北
稲
八
間
地
区
）

　
・
田
中
茂
子
さ
ん
（
舟
地
区
）

○
問
い
合
わ
せ

　

�

精
華
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課

内
）

　
（
4
９
５

−

１
９
１
０
）

　９月に行われた第３回町議会定
例会で、井澤孝子さん（谷地区＝
写真）の公平委員会委員への再任
（４期目）が同意されました。
　公平委員は、法律に基づき、町
職員の勤務条件に関する措置や町
職員に対する不利益処分を審査
し、必要な措置を講じます。任期
は、平成28年10月６日までの４
年です。

○問い合わせ　
　�総務課 人事係 （4 95−1910）

井澤さん再任

　
平
成
25
・
26
年
度
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け
が
、
11
月
５
日
㈪

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
記
載
し
た
冊
子
を
、
町
役
場

監
理
課
（
３
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
受
付
期
間

　
11
月
５
日
㈪
～
12
月
７
日
㈮
の
平
日

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分
・
午
後
１
時
～
４
時

　
※�

郵
送
の
場
合
は
11
月
30
日
㈮
必
着
で
す
。

▼
受
付
場
所

　
町
役
場
入
札
室
（
３
階
）

※�

物
品
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
は
、
来
年
２
月
ご
ろ
に
財
政
課
で
行

う
予
定
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

�

〒
６
１
９

−

０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所

記
入
不
要
）

　
精
華
町
役
場
監
理
課
監
理
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
９
）

25
・
26
年
度
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査

11
／
５
か
ら
申
請
受
付

自
治
功
労
者
表
彰
に
４
氏
町
選
管
委
員
・

補
充
員
が
決
定

▶日　　時　11月10日（土）～ 16日（金）
　　　　　　�午前８時30分～午後７時（土日・16日

は午後５時まで）
▶場　　所　町立図書館前交流スペース（町役場２階）
▶内　　容　�税を考える週間（11月11日～ 17日）に

ちなみ、税の意義や役割を PRするため
の絵画展です。町内の小学生が描いた
「税金でできているもの」などの絵画を展
示します。

○問い合わせ
　税務課 住民税係（4 95−1916）

神田育男さん

三原和久さん

伊藤篤子さん
（乾谷地区）

福味由利子さん
（里地区）

岩井政夫さん
（光台七丁目）

大久保憲二さん
（祝園西一丁目）

松田孝枝さん

和田貴美子さん

公平委員

税に関する
小学生の絵画展

▼
募
集
期
間

　
11
月
30
日
㈮
ま
で

▼
提
出
方
法

　

�

所
定
の
様
式
に
「
住
所
・
氏
名
（
団
体

名
）・
電
話
番
号
」
を
明
記
の
う
え
、
担
当

課
へ
郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

▼�

町
の
考
え
方
の
閲
覧
・
意
見
様
式
の
配
布
場

所
　
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
・�

各
担
当
課
・
町
立
図
書
館
・
か
し
の
き

苑
・
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
な
ど

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

募
集
結
果
に
つ
い
て
、
意
見
の
内
容
以
外

（
住
所
・
氏
名
な
ど
）は
公
表
し
ま
せ
ん
。

　
・�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
に
対
す

る
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

【
注
】
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

�

〒
６
１
９

−

０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所

記
入
不
要
）

　
精
華
町
役
場
（
担
当
課
名
）

　
◆
建
設
課
／
案
件
①
～
④
担
当

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
１
・
6
９
５

−

３
９
７
３
）

　
　
（�

Ｅ
メ
ー
ルkensetsu@

tow
n.seika.

kyoto.jp

）

　
◆
都
市
整
備
課
／
案
件
⑤
⑥
担
当

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
２
・
6
９
５

−

３
９
７
３
）

　
　
（�

Ｅ
メ
ー
ルtoshi@town.seika.kyoto.jp

）

　
◆
監
理
課
／
案
件
⑦
担
当

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
９
・
6
９
５

−

３
９
７
３
）

　
　
（�

Ｅ
メ
ー
ルkanri@town.seika.kyoto.jp

）
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川 の 動 植 物 観 察 ・ 水 質 調 査川 の 動 植 物 観 察 ・ 水 質 調 査
山田川水ウォッチング山田川水ウォッチング

ウオーキングコーナーウオーキングコーナー

控
除
を
受
け
る
に
は
？

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。

　
今
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
方
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
11
月
上
旬
ま
で
に
届

か
な
い
場
合
は
、
下
記
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
必
ず
同
証

明
書
、
ま
た
は
領
収
証
書
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
10
月
～
12
月
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
た
方
に
は
、
来
年
１
月
下
旬
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

家
族
の
分
を
納
め
た
ら
？

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
場
合

　
国
民
年
金
保
険
料
は
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
全
額
が
所
得
税
と
住
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
年
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
対
象
扶
養
親
族
等
申
告
書

11
／
30
ま
で
に
提
出
を

も
、
納
め
た
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

ら
れ
ま
す
。
家
族
に
郵
送
さ
れ
た
控
除
証
明
書

を
持
っ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

　

来
年
３
月
15
日
㈮
ま
で
は
、
控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
4
０
５
７
０

−

０
７
０

−

１
１
７
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）」「
4
０
３

−

６
７
０
０

−

１
１
３
０
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

電
話
）」
が
利
用
で
き
ま
す
。【
注
】

　
こ
の
ほ
か
、
京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
（
4
０
７
５

−

６
４
３

−

２
５
４
７
）
へ
の

問
い
合
わ
せ
も
可
能
で
す
。

▼
受
付
時
間

　

�

・
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
・
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
※�

月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
は
午

後
７
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
12
月
29

日
～
翌
年
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

【
注
】
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話
か
ら
か

け
る
場
合
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で
利

用
で
き
ま
す
。
携
帯
電
話
の
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料

金
が
か
か
り
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
の
番
号

に
か
け
る
場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま

す
。
最
近
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省
略
し

た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電
話
に
な
っ
た
り

す
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
お
か
け
間
違
い
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
や
退
職
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
年
金

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
以
外
）
は
、
雑
所
得

と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
課

税
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の
方
【
注
１
～

２
】
に
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

11
月
30
日
㈮
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
受
け
ら
れ
る
年
金

に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り

ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

【
注
１
】
65
歳
未
満
の
方
は
年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

【
注
２
】
65
歳
以
上
の
方
は
年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上

○
問
い
合
わ
せ 

　
京
都
南
年
金
事
務
所　

　
（
4
０
７
５

−

６
４
４

−

１
１
６
５
）

飛
び
出
そ
う
世
界
へ

　
町
で
は
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の
国
際
協
力

活
動
を
行
う
方
に
、
活
動
費
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
補
助
の
限
度
額
は
５
万
円
。
渡
航
前
の
時
点

で
、
精
華
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住
所
を
有

し
、
本
年
度
中
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方
が
対

象
で
す
。
以
前
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
方
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
出
国
の
約
１
カ
月
前
ま
で
を
目

安
に
、
申
請
書
を
直
接
、
下
記
の
と
こ
ろ
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
条
件

・�

自
費
で
30
日
以
上
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の

国
際
協
力
活
動
を
行
う
こ
と
（
企
業
な
ど
か

ら
の
派
遣
や
観
光
旅
行
は
不
可
）

・�

帰
国
後
、
町
が
主
催
す
る
国
際
化
推
進
の
た

め
の
催
し
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
留
学

体
験
な
ど
を
発
表
す
る
こ
と

・�

申
請
時
と
帰
国
後
に
留

学
な
ど
に
関
す
る
小
論

文
を
提
出
す
る
こ
と

　
※�

小
論
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
調
整
課
広
報
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
０
）

第143回精華町歩こう会
▶日　　時　11月25日（日）（小雨決行）
　　　　　　午前８時50分、JR 祝園駅改札口前に集合
　　　　　　午後３時ごろ、JR大和小泉駅で解散
▶行 き 先　斑鳩の里（約８㎞のウオーキング）
▶対 象 者　町内在住・在勤の方
▶持 ち 物　�弁当・茶・タオル・雨具・交通費（片道400

円）・施設見学料・チャレンジカードなど
▶料　　金　200円（資料・保険代＝当日徴収）
▶そのほか　・申し込みは不要です。
　　　　　　・�荒天などによる中止は、集合時に判断しま

す。
　　　　　　・�要項はむくのきセンターに置いています。
　　　　　　・�チャレンジカードは、初めて参加する方に

は当日配布します。
▶主　　催　精華町体育協会

○問い合わせ
　�精華町体育協会事務局（むくのきセンター内）
　（4 98−0200）

せいか健康づくりプロジェクト 
いきいき健康ウォーク 
～歩数計を持ってみんなで歩こう～

▶日　　時　11月28日（水）（雨天中止）
　　　　　　午前９時30分、近鉄新祝園駅改札前に集合
　　　　　　�午後１時50分ごろ、春日大社駐車場前で解散
▶行 き 先　�春日山原始林（約8.3㎞＝約１万2000歩）
▶対 象 者　町内在住・在勤の方
▶持 ち 物　茶・弁当・歩数計・帽子・交通費
▶料　　金　200円（保険代など）
　　　　　　※�歩数計の種類は問いません。お持ちでない

注　意　参加直前・参加中の飲酒はご遠慮ください。

方には先着順でお貸しします。
▶そのほか　�・申し込みは不要です。
　　　　　　・�午前７時時点で降雨、または同時刻の

NHKニュースの画面左上に表示される天
気予報で、京都南部の降水確率が午前中
50％以上の場合、雨天中止とします。

▶主　　催　�せいか健康づくりプロジェクト「いきいき健
康ウォーク」

○問い合わせ
　健康推進課 保健予防係（4 95−1905）

第３回精華女性講座 
「精華町の重要文化財を巡る」

▶日　　時　12月５日（水） 午前９時～正午（荒天中止）
　　　　　　午前９時、近鉄新祝園駅東口に集合
　　　　　　正午ごろ、若王寺（僧坊地区）で解散
▶行 き 先　�近鉄新祝園駅東口→常念寺→祝園神社→春日

神社→若王寺（約６㎞）
　　　　　　※�常念寺と若王寺では、住職の講話があります。
▶対 象 者　町内在住・在勤の女性
▶定　　員　約30人（定員を超えた場合は抽選）
▶料　　金　300円（保険代など）
▶申込期間　11月20日（火）までの平日
　　　　　　�受付時間：午前９時～正午・午後１時～５時
▶申込方法　�「氏名・住所・電話番号」を、電話で下記のと

ころへ。
▶そのほか　�荒天などによる中止は、集合時に判断しま

す。
▶主　　催　精華女性の会・精華町教育委員会

○申し込み・問い合わせ
　生涯学習課 社会教育係
　（4 95−1907）

　山田川にすむ動植物の観察とパッチテストによる水質調
査を行う「山田川水ウォッチング」が開催されます。
▶日　　時　�12月２日（日）午前９時～正午ごろ（小雨決行）
　　　　　　※�午前９時に柘榴集会所（駐車場あり）に集合

してください。
▶定　　員　先着20人
　　　　　　※�小学生以下には保護者が同伴してください。
▶持 ち 物　�帽子・筆記具・飲み物・汚れても良い服装・

運動靴など
▶申込期間　11月20日（火）までの平日
　　　　　　�受付時間：午後８時30分～正午・午後１時～５時

▶申込方法　�「住所・参加希望者全員の氏名・電話番号」
を、電話で下記①へ。

▶そのほか　�開催・中止については、当日午前８時以降、
下記②にお問い合わせください。

▶主　　催　�精華町環境ネットワーク会議・木津川河川レ
ンジャー

○申し込み・問い合わせ
　①精華町環境ネットワーク会議事務局（環境推進室内）
　　（4 95−1925）
　②木津川河川レンジャー 山田（4 43−9640）

海
外
体
験

補
助
金
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在
宅
で
障
害
の
あ
る
方
へ
の
日
常
生
活
用
具

の
支
給
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
対
象
者
を
拡
大

し
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
４
）

障
害
者
の
日
常
用
具

支
給
対
象
者
を
拡
大

地
域
で
育
て
る
福
祉
の
ま
ち

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談

○問い合わせ　都市整備課 まちづくり計画係（4 95－1902）

「精華くるりんバス～利用者50万人達成～感謝祭」として
同バスを終日無料とした６月１日（金）と３日（日）の利用者数
は、通常日の約1.4倍に達しました。
　引き続き多くの皆さんのご利用・ご協力をお願いします。
なお、同日に行ったアンケート結果は、バス車内に掲示して
います。

くるりんバス感謝祭

１日の利用者1.4倍

　割引チケットでバスを利用できる
「バス・エコファミリー」を11月、
京都府内で行います。土日・祝日に、
大人と小学生以下２人以内で精華くる
りんバスなどに乗る場合、大人運賃だ
けで乗車できます。

京都府南部の対象路線

　割引チケットは１枚で１家族（１グループ）利用できます。利
用の際は、運転手に「エコファミリー」と言って、チケットを
運賃箱に入れてください。チケットは、町内各小学校で児童に
配布します。
「バス・エコファミリー」は、CO2削減に効果のあるバスの利
用を促進するもので、京都府や府内の市町で組織された「低炭素
社会を実現する交通のあり方を考える協議会」が実施します。

宇治市・城陽市・向日市・長岡京市・八幡市・京田
辺市・木津川市・大山崎町・久御山町・宇治田原
町・和束町・精華町

京阪バス・京阪宇治バス・京阪シティバス・阪急バ
ス・奈良交通の「和束木津線（加茂駅～和束町小杉
間）」・城陽さんさんバス・コミュニティバスやわ
た・木津川きのつバス・木津川市コミュニティバス
当尾線・精華くるりんバス・久御山町のってこバス

運行エリア 路　　　線

精華くるりんバスなど

で乗って得
小学生以下２人無料

みんな

11月の
土日祝限定

自
転
車
は
車
の
仲
間

　
交
通
事
故
全
体
の
う
ち
、
自
転
車
が
か
か
わ

る
事
故
は
全
体
の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
は
交
通
事
故
の
加
害
者
と
な
る
こ
と

も
あ
り
、
数
千
万
円
と
い
う
多
額
の
賠
償
金
が

求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
車
両
で
あ
り
車

の
仲
間
で
す
。
そ
こ
で
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

乗
り
ま
し
ょ
う
。

・�

車
道
を
走
る
と
き
は
左
側
を
通
行
す
る
。

・�

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

す
る
。

・�

交
差
点
で
は
一
時
停
止
、
安
全
確
認
を
す

る
。

・
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
な
い
。

・
電
話
を
し
な
が
ら
運
転
し
な
い
。

・�

イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
着
け
て
運
転
し

な
い
。

・�

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
。◇

　
自
転
車
は
免
許
も
い

ら
ず
手
軽
な
乗
り
物
で

す
が
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
事
故
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
行
政
１
１
０
番
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
０
）

交
通
安
全
瓦
版

交
通
安
全
瓦
版
其
の
四

　
精
華
町
地
域
福
祉
計
画
を
住
民
参
加
で
よ
り

実
現
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
設
立

さ
れ
た
「
せ
い
か
地
域
福
祉
ド
ッ
ト
コ
ム
」。

地
域
福
祉
に
携
わ
る
住
民
が
中
心
と
な
り
、
中

学
校
区
ご
と
に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

　
精
華
中
学
校
区
は
「
川
西
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」、
精
華
南
中
学
校
区
は
「
山
田
川
き

ず
な
ポ
ー
ト
」、
精
華
西
中
学
校
区
は
「
さ
わ

や
か
ウ
エ
ス
ト
」
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の

　
気
分
が
落
ち
込
ん
で
元
気
が
な
い
、
眠
れ
な

い
日
が
続
い
て
い
る
な
ど
、
あ
な
た
の
周
り
に

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
日
本
で
は
平
成
10
年
以
降
、
自
殺
者
数
が
増

加
し
て
お
り
、
年
間
自
殺
者
が
３
万
人
を
超
え

続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
日
あ
た
り
80
人
超

の
人
が
自
殺
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
自

殺
は
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
適
切
に
支
援

す
る
こ
と
で
自
殺
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
悩
ん
で
い
る
方
は

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
下

記
の
と
こ
ろ
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
今
月
18
日

の
「
せ
い
か
祭
り

２
０
１
２
」
で
自
殺
予

　舗装補修・道路保全工事などのため、京奈和自
動車道の京奈道路区間〔城陽 IC～木津 IC〕上下線
が次の日程で通行止めになります（雨天決行）。
▶日時
　�11月５日（月）～９日（金）・12日（月）～16日（金）
　午後８時～翌日午前６時
　
○問い合わせ
　�西日本高速道路（株）関西支社 茨木管理事務所
　（4 072−622−4887）

「奈良マラソン2012」の開催に伴い、12月９日（日）午前
８時30分ごろ～午後３時ごろ、奈良市・天理市で交通規
制が行われます。奈良市の主な規制区間は次の通りです。
・�国道369号：二条大路南５丁目～県庁東～焼門前
・国道169号：紀寺～窪之庄町南
・県道高畑山線：高樋町～円照寺前～高畑町
・奈良市道：高天～奈良市鴻ノ池陸上競技場
・奈良公園
　詳しくはホームページ（「奈良マラソン交通規制」で検
索）をご覧ください。

○問い合わせ
　奈良マラソン実行委員会事務局
　（4 0742−81−8752）

京奈和道で夜間通行止
奈
良
市
な
ど
規
制

12／９

居
場
所
づ
く
り
、
清
掃
活
動
、
世
代
間
交
流
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
18
日
㈰
の
「
せ
い
か
祭
り
２
０
１
２
」

で
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
福
祉
活
動
を

Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

○
問
い
合
わ
せ

　

�

せ
い
か
地
域
福
祉
ド
ッ
ト
コ
ム
事
務
局
（
か

し
の
き
苑
内
）

　
（
4
９
４

−

５
２
０
０
）

防
の
啓
発
を
行
い
ま
す
【
注
】。

【
注
】
京
都
府
自
殺
対
策
補
助
金
を
活
用
す
る
も
の
で

す
。

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
◆
京
都
府
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
京

　
　
都
府
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

　
　
（
4
０
１
２
０

−

５
５
６

−

０
９
７
）

　
◆
こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

　
　
（
4
０
７
５

−

６
４
５

−

５
１
５
５
）

　
◆
京
都
府
山
城
南
保
健
所
福
祉
室

　
　
（
4
７
２

−

０
９
７
９
）

　
◆
精
華
町
役
場
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

　
◆
同
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
４
）

生活用具 これまでの対象者 追加した対象者

紙おむつ
乳幼児期以前に発症した脳性麻痺
による運動機能障害、全身性障害
の３歳以上の方

ストマ装具が使用できないぼうこ
う・直腸機能障害、排せつの習慣
を習得できない知的障害のある３
歳以上の方
下肢・体幹機能障害２級以上の３
歳～ 64歳の方

特殊マット 下肢または体幹機能の障害が２級
以上の方 知的障害Ａ判定の方

電磁調理器 視覚障害２級以上 知的障害Ａ判定の方
ネブライザー
（吸入器）・電気
式たん吸引器

呼吸器機能障害３級以上の方
全身性障害の方

上肢・下肢・体幹機能の障害が２級
以上の方【注】
音声言語機能障害の方【注】

紙おむつは従来通り半年ごとの申請が必要ですが、初めて申請するときと、18歳に到
達して初めて申請するときは、医師意見書が必要になりました。
【注】ネブライザー・電気式たん吸引器の必要性が確認できる医師の意見書が必要です。

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは31ページに掲載しています。 NovemberNovember 1011
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　米国で11月といえば、日本の勤労感謝の日とほぼ同時
期の「感謝祭」をよく連想します。多くの米国人に七面鳥
の丸焼きを食べる習慣があるため、感謝祭はよく「七面鳥
の日」と呼ばれます。でも、「トーファーキーの日」（トー
ファーキー＝肉を使わず七面鳥に似せた食品）と呼んでも
適切でしょう。なぜかというと、大多数ではなくとも、肉
を食べないアメリカ人がかなりいるからです。
　米国には、ベジタリアンやビーガンの人がかなりいま
す。ベジタリアンとは肉を食べないことで、ビーガンとは
牛乳や卵などを含め動物性食品をまったく食べないことで
す。ベジタリアンやビーガンになる原因は、宗教や倫理
上、また健康上の理由が多いようです。
　日本では、昔は仏教の影響により肉を食べることを禁じ
られましたが、今はベジタリアンやビーガンは少ないよう
です。例えば、ベジタリアンのアメリカ人の友達が「日本
のレストランは食べられるものが少なくて困る」と言って
いたことがあります。日本料理では魚のだしが使われてい
るものが多いため、ビーガンはもっと大変でしょう。
　食事制限が少なく、おいしい料理が大好きな私にとって
は、日本の食事であまり食べられないものはありません。
しかし、食べられないものがある人は大変だろうと思いま
す。さまざまな食文化を考え、幅広い料理の作り方を知る
のが世界各国の友達を作る近道になるでしょう。これから
もいろいろな料理にチャレンジしましょう！

In America, November is often associated with 
Thanksgiving, a major American holiday that 
incidentally occurs around the same time as Japan's 
Labor Thanksgiving Day every year. Because most 
Americans eat turkey on Thanksgiving, a common 
nickname for the holiday is "Turkey Day." But 
perhaps it should also be called "Tofurkey Day" 
(tofurkey being the meat-free imitation version 
of turkey). Why? Because a small but significant 
minority of Americans don't eat meat.

In America, many people are either vegetarian 
or vegan. Vegetarians won't eat meat, and vegans 
won't eat any animal product, even milk or eggs. 
Usually, people become vegetarian or vegan for 
religious, moral, or health-related reasons.

Even though Japan used to be a vegetarian 
country due to the influence of Buddhism, it seems 
that vegetarians are rather rare in Japan these days. 
One of my vegetarian friends from America told me 
that she had trouble finding good food in a Japanese 
restaurants. Vegans have it even worse, because 
they can't eat anything with the fish-based dashi  
broth that is so prevalent in Japanese cooking.

As someone with a voracious appetite and few 
dietary restrictions, I personally have little problem 
finding things to eat in Japan. However, I realize 
that for people who can't eat certain foods, a good 
meal can be a hard thing to find here. Perhaps a 
good way to make friends from all over the world 
is to expand one's cooking repertoire to be able to 
cater to any palate. Better start experimenting in the 
kitchen!

Happy Turkey Day! 七面鳥の日

ペルコビッツ・スティーブン
　米国ロードアイランド州出身の22歳。今
年７月から精華町第10代国際交流員（CIR）
として勤務。主な仕事は英語版広報紙「い
ちご」の製作をはじめとした外国人住民の
生活支援や学校などでの国際交流活動。趣
味は、音楽鑑賞・料理・ジョギング。「日本語に磨きをかけ
るよう、日々頑張ります！」

Every Day is an Adventure

第10代国際交流員コラム
3

毎日が冒険毎日が冒険

収穫祭のごちそう、七面鳥 ビーガンの食事 調理次第で肉の触感に !?

活動の
ひろば

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
っ
て
？

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
よ
り
手
軽
に
、
幅
広
い
世

代
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
15
年
前
に
長
岡

京
市
で
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
道
具
も
ル
ー
ル
も

一
般
的
な
も
の
と
は
少
し
違
い
ま
す
。
ラ
ケ
ッ

ト
は
シ
ャ
フ
ト
が
短
く
、
シ
ャ
ト
ル
は
ス
ポ
ン

ジ
ボ
ー
ル
と
ナ
イ
ロ
ン
製
の
羽
根
で
で
き
て
い

ま
す
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
空
振

り
が
少
な
い
た
め
、
初
め
て
の
人
で
も
ラ
リ
ー

が
続
き
や
す
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

精
華
で
親
し
ま
れ
10
年

　
私
が
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
当
時
の
体
育
指

導
委
員
）
を
務
め
て
い
た
こ
ろ
、
研
修
で
初
め

て
そ
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
町
が
「
い
つ
で

も
誰
も
が
楽
し
め
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
進

め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
10
年
前
に
ク
ラ
ブ
を

結
成
し
ま
し
た
。
発
足
当
時
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
年
代
の
方
が
集
ま
り
、
ま
さ
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
よ
う
に
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
を
し
て
い
ま

す
。世

代
を
超
え
て
楽
し
め
る

　
毎
週
金
曜
日
の
午
後
８
時
～
10
時
、
む
く
の

き
セ
ン
タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
メ

ン
バ
ー
構
成
は
、
20
代
～
50
代
の
15
人
。
目
指

す
の
は
「
楽
し
む
」
ス
ポ
ー
ツ
。
競
技
が
苦
手

な
人
で
も
、
遊
び
か
ら
始
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
。
活
動
を
通
し

て
世
代
を
超
え
た
人
間
関
係
を
築
け
る
の
も
い

い
で
す
ね
。

　
大
会
へ
の
参
加
や
、
審
判
の
資
格
取
得
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ル
ー
ル
の
変

更
や
他
団
体
の
試
合
を
研
究
し
て
技
術
を
向
上

さ
せ
る
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
で
は
の

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
若
い
メ
ン
バ
ー
が
大
学
生
や
社
会
人

に
な
り
、
活
動
に
参
加
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
何
と
か
試
合
が
で
き
る
人
数
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
面
白
さ
を
広
め
、
も
っ
と

多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

興
味
が
あ
れ
ば
誰
で
も

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は「
い
つ
で
も
、

誰
も
が
楽
し
め
る
」
ス
ポ
ー
ツ
。
少
し
ぐ
ら
い

運
動
が
苦
手
な
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
ご
家
族

で
も
お
一
人
で
も
、
気
軽
に
体
験
し
に
来
て
く

だ
さ
い
。

〔「
ル
ン
ル
ン
精
華
」
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
精
華
町
体
育
協
会
（
む

く
の
き
セ
ン
タ
ー
内
・
4 

９
８

−

０
２
０
０
）
へ
〕

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ 

楽
し
い
ファ
ミ
バ
ド

　
町
内
で
活
躍
す
る
団
体
・
個
人
に
お
話
を

伺
い
、
そ
の
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
は
、
精
華
町
体
育
協
会
に
加
盟
す
る

「
ル
ン
ル
ン
精
華
」
代
表
・
中
川
清
史
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ルンルン精華 33

ラケットと羽根も特徴的

ラリーが続きやすいルールも、ファミバドならでは

結成当時のメンバー 打ち返しはおまかせ！



　
町
で
は
、
保
険
適
用
の
治
療
と
人
工
授
精
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）【
注
】
で
、

各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
要
す
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
書
・
医
療
機

関
証
明
書
・
請
求
書
を
直
接
、
下
記
の
と
こ

ろ
へ
。

　
※�

必
要
書
類
は
次
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
注
】
人
工
授
精
の
治
療
費
を
申
請
す
る
場
合
は
婚
姻

の
届
け
出
を
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

―
―

　
京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

※
卵
子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
所
を
有
す

る
。

・�

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
。

・�

指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
。

◇

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
。
助
成
回
数
、
助
成
額
は
限
度
が
あ
り
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
山
城
南
保
健
所

　
（
4
７
２

−

４
３
０
０
）

★�

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
は
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

（
4
０
７
５

−

２
５
３

−

６
１
８
０
）

町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
へ

11/20、筋・神経系難病無料相談
　筋・神経系難病の専門医相談が11月20日（火）、京都府山城
南保健所であります。これらの病気について杉山博医師（独立
行政法人国立病院機構南京都病院）が相談に応じます。
　開催時間は午後１時～４時30分、定員は先着６人です。対
象疾患は脊髄小脳変性症、パーキンソン病関連疾患などです。
　これらの患者や疑いのある方、その家族などでご希望の方
は、11月14日（水）までの平日に電話で下記のところへお申し
込みください。受付時間は午前９時～午後５時です。

○問い合わせ 
　京都府山城南保健所 保健室 健康担当（4 72−0981）

　
昨
年
３
月
以
前
に
発
行
し
て
い
た
相
楽
郡
広

域
事
務
組
合
発
行
の
し

尿
く
み
取
り
券
（
旧
券
＝

１
１
０
円
券
）
は
、
来
年

の
３
月
末
を
も
っ
て
取
り

扱
い
を
中
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
か
ら
、
し
尿

く
み
取
り
の
際
は
、
精
華

町
が
発
行
す
る
し
尿
く
み

取
り
券
（
新
券
）
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
12
月
に
粗
大
ご
み
収
集
を
行
い
ま

す
。
収
集
日
を
守
り
、
出
し
忘
れ
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
の
収
集
日
程
は
次
の
通
り
で
、「
平

成
24
年
度
ご
み
の
収
集
日
程
表
」
に
記
載
の
日

程
と
同
じ
で
す
。

▼
12
月
4
日
㈫

　

�

滝
ノ
鼻
・
舟
（
農
免
道
路
か
ら
東
側
）・
中

久
保
田
地
区

▼
12
月
5
日
㈬

　

�

南
（
府
道
か
ら
西
側
）・
南
稲
八
妻
・
植
田

地
区
、
祝
園
西
一
丁
目

▼
12
月
８
日
㈯

　
山
田
・
桜
が
丘
地
区

▼
12
月
11
日
㈫

　
精
華
台
地
区

▼
12
月
12
日
㈬

　

�

菱
田
（
府
道
か
ら
東
側
）・
里
・
僧
坊
（
府

道
か
ら
東
側
）・
舟
（
農
免
道
路
か
ら
西

側
）
地
区

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
＝
写
真
＝
は
も
と
も
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
外
来

種
の
ク
モ
で
す
。
し
か
し
近
年
、
国
内
で
も
広

範
囲
に
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
華
町

で
も
一
般
家
庭
の
排
水
溝
や
溝
ふ
た
の
裏
側
、

植
木
鉢
の
裏
側
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
す
き
間

な
ど
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
は
、
少
量
の
毒
を

も
っ
て
い
ま
す
が
、

性
質
は
お
と
な
し
く

攻
撃
性
の
な
い
ク
モ

で
す
。
素
手
で
触
ら

な
い
限
り
、
か
ま
れ

　
旧
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
早
め
の
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
旧
券
や
不
要
と
な
っ
た
新
券
は
、
町

役
場
会
計
課
で
払
い
戻
し
手
続
き
を
し
て
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
・

午
後
１
時
～
３
時
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合

　
　
（
4
７
２

−

０
４
２
１
）

　
◆
精
華
町
役
場
環
境
推
進
室
環
境
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
２
５
）

る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

万
一
か
ま
れ
た
場
合
は
、
患
部
を
水
で
洗
う

な
ど
清
潔
に
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
か
ま
れ
た
ク
モ
を
病

院
へ
持
っ
て
い
く
と
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

前
述
の
よ
う
な
、
ク
モ
が
い
そ
う
な
場
所
は

普
段
か
ら
注
意
し
、
も
し
発
見
し
た
場
合
は
、

ク
モ
・
卵
共
に
市
販
の
殺
虫
剤
で
駆
除
す
る
か

靴
で
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
環
境
推
進
室
環
境
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
５
）

ご
利
用
は
お
早
め
に

Ｈ
23
年
３
月
以
前
の

し
尿
く
み
取
り
旧
券

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

▼
12
月
14
日
㈮

　

�

南
（
府
道
か
ら
東
側
）・
菅
井
・
北
稲
八
間

（
府
道
か
ら
東
側
）・
西
北
（
農
免
道
路
か

ら
西
側
）・
中
（
小
字
門
田
付
近
）
地
区

▼
12
月
18
日
㈫

　
光
台
地
区

▼
12
月
19
日
㈬

　
乾
谷
・
柘
榴
・
東
畑
地
区

▼
12
月
20
日
㈭

　

�

菱
田
（
府
道
か
ら
西
側
）・
僧
坊
（
府
道
か

ら
西
側
）・
谷
・
北
稲
八
間
（
府
道
か
ら
西

側
）・
旭
地
区

▼
12
月
22
日
㈯

　

�

北
ノ
堂
・
馬
渕
・
中
（
小
字
門
田
付
近
を
除

く
）・
東
・
西
北
（
農
免
道
路
か
ら
東
側
）

地
区

○
問
い
合
わ
せ

　
環
境
推
進
室
環
境
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
５
）

木津警察署ホットメッセージコーナー木津警察署ホットメッセージコーナー
ひったくり急増

　最近、町内で「ひったくり」が増えてい
ます。被害にあわないために次のことに
気をつけましょう。

・�自転車の前かごには防犯ネット＝写
真＝を着ける。

・�バッグなどは歩道側に持つか、たす
き掛けで持つ。

・�人通りが多い、明るい道を歩く。
・�後ろを振り向くなど、背後に注意す

る。
・�携帯電話やイヤホンは注意して使

う。

○問い合わせ
　京都府木津警察署（4 72−0110）

年
末
、
粗
大
ご
み
収
集

旧券の110円券

　四種混合ワクチン（ジフテリア・百日せき・破
傷風・不活化ポリオ）が、11月から接種可能にな
りました。
▶対象者
　生後３カ月～ 90カ月（７歳６カ月）未満
　※�原則、三種混合ワクチンとポリオワクチンを

まだ１回も接種していない子どもは四種混合
ワクチンを接種してください。

▶接種回数
　接種は合計４回です。
　初回接種：20 ～ 56日の間隔をおいて３回
　�追加接種：初回接種終了後６カ月以上の間隔を

おいて１回
▶注意
　�下記の方は、原則として「不活化ポリオワクチ

ン＋三種混合ワクチン」で、最後まで接種して
ください。これはワクチンの需要と供給のバラ
ンスが崩れる恐れがあるためです。

　・生ポリオワクチンを既に１回接種している方
　・�単独の不活化ポリオワクチンを既に１回以上

接種している方
　・�三種混合ワクチンを既に１回以上接種してい

る方
　※�単独のポリオワクチンと四種混合ワクチンの

併用【注】は可能ですが、接種スケジュール
上、支障がない場合に限ります。

町内で四種混合ワクチン接種を受けられる医療機関
医療機関名 電話番号 所在地 

梅田小児科医院 73−9231 桜 が 丘 四 丁 目23
番地６

岸田内科医院 95−1771 精 華 台 二 丁 目17
番地10

くわはらこども
クリニック 98−2788 精 華 台 四 丁 目21

番地14

コマダ診療所 93−1787 菱 田 宮 川 原10番
地

平田内科医院 95−3400 光 台 七 丁 目14番
地３

藤村医院 94−5770 祝園砂子田２番地
１

堀井こどもクリ
ニック 93−3626 祝園西一丁目６番

地５

芳川医院 71−0014 桜 が 丘 三 丁 目24
番地７

※�必ず事前に電話連絡のうえ予防接種を受けてく
ださい。接種の際は、必ず母子健康手帳をお持
ちください。

※��上記以外で京都府内で受けられる医療機関につ
いては、健康推進課にお問い合わせください。

【注】４回接種のうち一部を単独の不活化ポリオワクチ
ン、残りを４種混合ワクチンで接種

○問い合わせ
　健康推進課 保健予防係（495−1905）

四種混合ワクチン
接種開始

生後３カ月～７歳６カ月未満対象

町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは31ページに掲載しています。 NovemberNovember 1415


